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出来た。 1 群はチトクロムaと不活性な 1 : 1 酵素阻害剤複合体を作るもので、アジド、青酸、酸性亜
硫酸がこれに属する。 n群は、残存活性をもった 1 : 1 酵素ー阻害剤複合体及び不活性な 1 : 2 酵素
一阻害剤複合体を作るもので、ヒドロキシルアミン、フッ素がこれに属する。 III 群は不活性な 1 : 1 
及び 1 : 2 酵素阻害剤複合体を作るもので、ヒドラジン、セミカルパジド、 EDTA、サリチルアルド
キシムがこれに属する。町群は不活性な 1 : 2 酵素-阻害剤複合体を作るものでエチルキサントゲン
酸がこれに属する。 EDTA以外の上記の阻害剤が存在すると還元型チトクロム Cのチトクロムaによる
酸化は一次反応的には進行しない。この現象は酵素一阻害剤複合体の生成が瞬間的ではなく、またそ























剤が 1 : 1 に結合して完全阻害をひきおこすシアン化物、アジ化物、酸性亜硫酸塩は、いずれもチト
クロムaの同一官能基に結合すること、また 1 : 2 に結合して完全阻害をひきおこすヒドロキシルアミ
ンも、そのうちの 1 分子はシアン化物などと同じ官能基に結合することをも見いだした。これらの事
実は、今後、阻害剤とチトクロム aとの結合部位を明らかにするのに大いに役立つものと思われる。
さらに吉川君は、チトクロムaの吸光スペクトルに影響を与えるのに要するシアン化物の濃度と、実
際にチトクロム酸化酵素反応、が起っているときそれを阻害するのに要するシアン化物の濃度との聞に
非常な差があることから、シアン化物によるチトクロム酸化酵素反応の阻害はチトクロムaの酸素化型
とシアン化物との結合物が形成されるために起こることをっきとめた。
以上のように、吉川君の論文は、参考論文の成績とあわせ考え、理学博士の学位論文として十分な
価{直があるものと言忍められる。
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